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社会資本総合整備計画 　 令和7年11月7日

山田地区都市構造再編集中支援事業

令和元年度　～　令和５年度　（５年間）

大目標

　１．事業効果の発現状況 ：　一定の効果があった　　

・新たに整備する地域交流拠点施設の年間利用者数24,000人を目指す
・山田地区コミュニティバスの１年あたりの乗降客数6,600人を目指す

（H29当初） （H30末）
地域交流施設の利用者数 目標値： 0 人 0 箇所 24,000 人

達成値： 21,163 人 88.2%

バス利用者数 目標値： 6,584 人 0 箇所 6,600 人
達成値： 4,447 人 67.4%

Ａ１　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R元 R2 R3 R4 R5

1-A1-1 都市再生一般 高松市 直接 高松市 高松市 631.5 631.5 100%

合計 631.5 631.5 100%

要素事業の事業進捗

　　計画通り進捗　

２．今後の方針

　　完了　

実施事業費

（百万円）

山田地区都市構造再編集中支援事業
道路・公園・高次都市施
設・提案事業

交付対象事業

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費

（百万円）

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋
Ｃ）

631.5百万円 Ａ 631.5百万円

進捗率
（事業費ベース）

100%

最終目標値

令和６年度の実績

令和６年度の実績

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋
Ｃ）

631.5百万円 Ａ 631.5百万円

　本市の目指す「多核型連携コンパクト・エコシティ」の実現のため、中部南地域の生活交流拠点として、地域の日常に欠くことのできない各種サービス機能を提供する集約拠点としての環境づくりを効果的に行うとともに、公共
交通サービスの向上を目指し、交流を育み、定住を促す、安全・便意な魅力あるまちづくりを実現する。

・新たに整備された「地域交流センター：川島コミュニティセンター」については、様々なイベントや講座等が開催され、令和６年度の来館者数が21,163人となった。当初の目標には及ばないが、認知度が向上し
たことにより、令和７年度は26,000人超の利用を見込んでいる。
・コミュニティバス利用者数については、令和６年度の利用者数は、4,447人となった。山田地区においては、自家用車を利用する方が多く、当初の目標である6,600人には達しなかった。今後も、自家用車から公
共交通機関へのシフトを促進するとともに、コミュニティバスについても、地域住民の方の要望を伺いながら、利便性が高まるように検討する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
達成率 備考

当初現況値 中間目標値

計画の目標

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象 香川県高松市



■ 事後評価（社会資本総合整備計画）

事後評価書参考資料

山田地区
都市構造再編集中支援事業

高松市
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□提案事業
地域創造支援事業
防火水槽整備事業

S=1/6,500

■基幹事業（公園）
川島中央公園 A=0.24ha

■基幹事業（高次都市施設）
地域交流センター A=765m2

■基幹事業（道路）
川島本町3号線・7号線
道路拡幅 L=250m

○関連事業
幼保一体化施設整備事業 A=2,200㎡

○関連事業
総合センター整備事業 A=1,178m2

○関連事業
東消防署山田出張所整備事業 A=500m2

■基幹事業（道路）
道路標識設置工事 １基

□提案事業（地域創造支援事業）
バスロータリー整備事業 A=608㎡

位置図
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３

４

３
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事業概要

（地域交流センター：川島コミュニティセンター） （川島中央公園）

■高次都市施設 ■公園
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事業概要

（道路改良・道路標識）

■道路

（バスロータリー）

■提案事業（地域創造支援事業）
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事業概要

進捗率実績内容事業内容

基幹事業

１００％Ａ＝７６５㎡地域交流センター整備高次都市施設

１００％Ａ＝０．２４ha川島中央公園公園

１００％１基道路標識設置

道路

１００％Ｌ＝２５０ｍ道路改良

１００％６０８㎡バスロータリー地域創造支援事業提案事業
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